
コラボレーション
シティ
さいたま市

2005年に誘致活動をスタートさせて以来、さいたま市は
ほぼ毎月1件のペースで企業誘致を成功させている。それ
も、大半は名前を知られた中堅規模以上の企業だ。厳しい
社会経済状況の中、なぜ、さいたま市は企業を誘致するこ
とができるのか。答えは、恵まれたビジネス環境に安住す
ることなく、戦略的に企業誘致活動を進めていることにあ
る。また、企業のコラボレーションを後押しするさまざま
な取り組みが進んでいることも要因といえる。
 制作・東洋経済広告企画制作部
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市中心部に位置するさいたま新都心

ドイツの産業クラスターとの交流も推進

コラボレーションシティ さいたま市
な
ぜ
、企
業
の
本
社
・

研
究
開
発
機
能
が

さ
い
た
ま
市
に
集
ま
る
の
か

　
さ
い
た
ま
市
は
、「
ま
も
り
、
ま
ね
い
て
、

そ
だ
て
ま
す
」
を
行
動
テ
ー
マ
に
、
首
都
圏
に

位
置
す
る
優
位
性
を
生
か
し
た
誘
致
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。

　
歴
史
的
に
都
市
化
が
早
期
に
進
み
、
広
大
な

適
地
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
市
営
の
工

業
団
地
は
な
い
が
、民
有
地
を
活
用
す
る
た
め
、

宅
建
協
会
や
金
融
機
関
な
ど
関
係
機
関
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
強
力
だ
。
ま
た
、
都
心
に
近
い

こ
と
か
ら
、
地
価
は
地
方
都
市
と
比
較
す
る
と

高
い
。
そ
の
た
め
、
大
型
工
場
の
立
地
が
難
し

い
の
が
現
状
だ
。
そ
こ
で
、
さ
い
た
ま
市
が
力

を
入
れ
て
い
る
企
業
誘
致
は
、
本
社
あ
る
い
は

研
究
開
発
型
企
業
の
誘
致
と
い
う
独
特
な
ス
タ

イ
ル
と
な
っ
た
。

　
進
出
企
業
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
補

助
金
制
度
が
あ
る
が
、
ほ
ぼ
毎
月
１
件
の
ペ
ー

ス
で
誘
致
を
成
功
さ
せ
て
い
る
。
な
ぜ
、
こ
の

社
会
経
済
状
況
下
で
そ
の
よ
う
な
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
可
能
な
の
か
。

　
ま
ず
は
、
交
通
の
利
便
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。

大
宮
駅
を
起
点
に
、
東
北
、
山
形
、
秋
田
、
長

野
、
上
越
の
新
幹
線
５
路
線
が
在
来
線
と
と
も

に
発
着
。
高
速
道
路
も
関
越
、
東
北
、
常
磐
、

圏
央
道
、
外
環
道
と
、
主
要
な
幹
線
道
路
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
ス
ム
ー
ズ
で
あ
る
。
一
方
、上
野
、

東
京
ま
で
は
、
在
来
線
で
そ
れ
ぞ
れ
18
分
と
22

分
。
東
日
本
と
首
都
圏
の
双
方
を
見
据
え
た
事

業
展
開
が
で
き
る
の
が
大
き
い
。

　
ま
た
、
本
社
・
研
究
開
発
型
企
業
の
立
地
の

要
件
と
し
て
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
情
報
が
行
き
交

う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
国
内
屈
指
の
経
済

活
動
の
場
と
い
え
る
さ
い
た
ま
市
は
、
そ
の
三

つ
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
人
材
一
つ
を
取
り
上

げ
て
み
て
も
、
総
人
口
１
２
３
万
人
を
擁
し
、

今
な
お
人
口
は
増
え
続
け
て
い
る
。
こ
の
う
ち

企
業
活
動
の
中
核
と
な
る
25
〜
49
歳
の
人
口
比

率
は
37
・5
％
で
全
国
の
政
令
指
定
都
市
の
中
で

２
番
目
に
割
合
が
高
い
。
興
味
深
い
の
は
人
口一

人
当
た
り
の
年
間
図
書
貸
出
冊
数
が
政
令
指
定

都
市
中
で
ト
ッ
プ
を
誇
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に

大
学
等
進
学
率
も
３
位
と
教
育
水
準
も
高
く
、

企
業
活
動
を
支
え
る
人
材
は
豊
富
と
い
え
る
。

技
術
で
世
界
に
立
ち
向
か
う

「
テ
ク
ニ
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
企
業
」

　
今
回
特
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
い
の
が
、
技

術
力
の
高
い
、
も
の
づ
く
り
企
業
が
集
積
し
て

い
る
こ
と
だ
。
多
様
な
産
業
が
集
積
す
る
大
都

市
特
有
の
産
業
構
造
を
持
つ
さ
い
た
ま
市
だ
が
、

な
か
で
も
、
す
で
に
戦
前
か
ら
軍
事
仕
様
の
光

学
機
器
や
航
空
機
を
製
造
し
て
き
た
歴
史
も
手

伝
っ
て
、
光
学
機
械
器
具
・
レ
ン
ズ
製
造
業
の

製
造
品
出
荷
額
は
政
令
指
定
都
市
で
ト
ッ
プ
。

医
薬
品
製
造
業
も
３
位
で
あ
り
、
ま
た
自
動
車

関
連
製
造
業
の
存
在
感
も
目
を
引
く
。
い
わ
ゆ

る
臨
海
型
の
重
厚
長
大
と
は
異
な
り
、
今
日
の

先
端
領
域
で
産
業
が
発
展
し
て
き
た
た
め
、
そ

との交流も推進スタドイツの産業クラス



最高水準の環境性能を盛り込んだ
「さいたまiDC第2センター」の設立へ

誘致企業の声

　弊社は、さいたま市で段階的に事
業拡大を図ってきましたが、この
間、地域や行政との連携といいます
か、良い関係が構築できたのではな
いかと感じています。これまで本社
（さいたま市）と東京本社（九段）
に分かれていたシステム開発要員約
200名をさいたま市に集約し、平成
22年2月に「浦和ソリューションセ
ンター」を開設。さらに最適なクラ
ウドコンピューティングを提供する
弊社の中核施設となる「さいたま
iDC第2センター」を4月にオープン
します。
　AGSグループではインターネット
データセンターサービスとシステム
インテグレーションサービスをコア
ビジネスとして、周辺業務をも包含
した独自のワンストップサービスを
ご提供しています。たとえば、請求
書のデータをいただければ、請求書

の発行のみならず封入封緘、発送ま
でお引き受けするわけです。
　昭和46年の創立以来、金融・国
保・共済・自治体などの基幹業務を
支援してきたため、専門的な業務ノ
ウハウが集積しているのも当社グ
ループの特長です。
　基幹業務を担うiDCセンターは24
時間365日稼働しており、万が一ダ
ウンするとお客様の本業がストップ
してしまいます。ですから、災害など
不測の事態のときに必要な要員がす
ぐに手当てできることが極めて重要
で、そこから都市型データセンター
が求められるわけです。
　その点、さいたま市は都心に近接
しているうえに、地盤が強固で自然
災害のリスクが低い。実際、東日本
大震災の際にも業務への支障はほと
んどありませんでした。しかも、優
秀な人材を数多く採用することがで

きます。ソフトウェア開発は人に
よって生産性が大きく左右されるだ
けに、大きなポイントだったと言え
るでしょう。
　おかげさまで地元の企業様からも
引き合いが寄せられていますし、さ
いたま市ならではの東日本へのアク
セスの良さから、今後、信越や東北
のお客様にも利用が広がることが期
待できます。ぜひ、AGSグループの
技術力をご活用いただければと思い
ます。

ＡＧＳ株式会社（情報サービス企業）
代表取締役社長／小川 修一

れ
ぞ
れ
に
特
色
あ
る
市
内
企
業
が
数
多
く
成
長

し
て
き
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
企
業
の
な
か
で
も
特
に
技
術
の
独

創
性・革
新
性
に
優
れ
た
研
究
開
発
型
企
業
を
、

さ
い
た
ま
市
で
は
２
０
０
８
年
度
か
ら
「
テ
ク

ニ
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
企
業
」
と
し
て
認
証
し
て
い

る
。こ
れ
ま
で
31
社
が
認
証
を
受
け
て
い
る
が
、

実
際
、
そ
の
顔
ぶ
れ
を
見
る
と
、
高
度
な
技
術

を
持
つ
企
業
が
キ
ラ
星
の
ご
と
く
並
ぶ
。
た
と

え
ば
、
メ
カ
ト
ロ
製
品
に
は
不
可
欠
な
精
密
パ

ー
ツ
の
世
界
シ
ェ
ア
が
約
90
％
の
企
業
や
、
半

導
体
レ
ー
ザ
ー
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
用
ヘ
ッ
ダ
ー

の
世
界
シ
ェ
ア
が
約
60
％
の
企
業
と
い
っ
た
具

合
だ
。

　
注
目
す
べ
き
は
、
こ
う
し
た
「
テ
ク
ニ
カ
ル

ブ
ラ
ン
ド
企
業
」
が
持
つ
要
素
技
術
は
極
め
て

汎
用
性
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
産

業
へ
の
応
用
が
利
き
、
新
た
な
付
加
価
値
を
生

み
出
す
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
大
き
い
。
さ
い
た
ま

市
は
進
出
す
る
企
業
に
、
卓
越
し
た
イ
ン
フ
ラ

の
み
な
ら
ず
、
極
め
て
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

適
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
群
を
も
用
意
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

支
援
す
る

　
し
か
も
、
さ
い
た
ま
市
は
こ
う
し
た
「
テ
ク

ニ
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
企
業
」
の
競
争
力
向
上
を
、

技
術
開
発
、
経
営
強
化
、
そ
し
て
人
材
育
成
の

３
本
の
柱
か
ら
、
さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団

と
と
も
に
専
門
家
の
協
力
も
仰
ぎ
な
が
ら
支
援

す
る
。
さ
い
た
ま
市
の
企
業
誘
致
活
動
の
行
動

テ
ー
マ
は
「
ま
も
り
、
ま
ね
い
て
、
そ
だ
て
ま

す
」。
認
証
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
企
業
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
後
押
し
す
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
そ
の
先
も
あ
る
。
一
昨
年
の
５
月

に
始
動
し
た
「
さ
い
た
ま
市
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
こ
の
「
テ

ク
ニ
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
企
業
」
を
核
に
、
市
内
の

自
動
車
関
連
企
業
や
大
学
等
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
い
た
ま
市

の
電
気
自
動
車
普
及
施
策
「
Ｅ-

Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ 

Ｐｒｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
」と
も
連
動
さ
せ
て「
さ
い
た
ま

市
発
の
新
技
術
、新
製
品
の
開
発
」
を
目
指
す
。

　
ま
た
、
企
業
の
国
際
展
開
支
援
に
も
余
念
が

な
い
。
ジ
ェ
ト
ロ
と
の
連
携
に
よ
り
ド
イ
ツ
の

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
と
技
術
の
高
度
化
を
目
指
し

た
交
流
を
実
施
し
て
い
る
一
方
で
、
上
海
に
支

援
拠
点
を
持
つ
埼
玉
県
な
ど
と
連
携
し
て
中
国

市
場
開
拓
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
る
。

　
ま
さ
に
、
さ
い
た
ま
市
は
市
内
企
業
同
士
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、
企
業
と
大

学
、
さ
ら
に
は
市
内
企
業
と
外
国
企
業
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
後
押
し
す
る
施
策
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
企
業
を
呼
び
込
む
際
の

大
き
な
強
み
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　
こ
う
し
て
見
て
い
る
と
、
戦
略
的
企
業
誘
致

と
は
こ
う
い
う
こ
と
か
と
気
づ
か
さ
れ
る
。
同

時
に
、さ
い
た
ま
市
の
本
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

誘
致
実
績
は
、
こ
の
本
気
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。



コラボレーションシティ さいたま市

│
│ 

誘
致
活
動
を
始
め
て
か
ら
、
進

出
企
業
が
７
年
間
で
81
件
。
他
の
自

治
体
か
ら
す
れ
ば
た
め
息
が
出
る
よ

う
な
実
績
で
す
ね
。
要
因
は
ど
こ
に

あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
清
水
　
交
通
イ
ン
フ
ラ
や
優
れ
た

人
材
の
得
や
す
さ
等
に
つ
い
て
は
す

で
に
ご
案
内
と
思
い
ま
す
の
で
、
他

の
要
因
を
挙
げ
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は

た
だ
待
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
ん
で

す
ね
。
さ
い
た
ま
市
に
本
社
・
研
究

開
発
機
能
を
置
い
て
く
だ
さ
る
可
能

性
の
あ
る
企
業
を
回
っ
て
積
極
的
に

ご
理
解
を
得
ま
す
。
一
般
的
な
自
治

体
様
の
よ
う
に
工
業
団
地
を
売
っ
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

よ
り
キ
メ
細
か
い
サ
ポ
ー
ト
が
必
要

な
わ
け
で
、
用
地
の
ご
紹
介
の
み
な

ら
ず
、
こ
ま
ご
ま
と
し
た
ご
要
望
に

も
担
当
セ
ク
シ
ョ
ン
が
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
対
応
し
ま
す
し
、
進
出
さ
れ
た

後
も
継
続
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

そ
う
し
た
姿
勢
も
、
評
価
い
た
だ
い

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

│
│ 

さ
い
た
ま
市
は
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
通
じ
て
積
極
的
に
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
ね
。

　
清
水

　
世
界
の
ど
こ
に
い
て
も
グ

ロ
ー
バ
ル
市
場
で
の
競
争
力
が
問
わ

れ
る
時
代
で
す
。
中
国
を
は
じ
め
と

す
る
ア
ジ
ア
諸
国
等
の
台
頭
は
目
覚

ま
し
く
、「
日
本
の
も
の
づ
く
り
」

が
存
続
し
て
い
く
た
め
に
は
技
術
力

を
さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、

付
加
価
値
の
高
い
産
業
分
野
で
事
業

活
動
を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、企
業
や
大
学
・

研
究
機
関
等
に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
に
不

可
欠
な
の
で
す
。
幸
い
、
本
市
に
は

「
テ
ク
ニ
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
企
業
」
を

は
じ
め
と
す
る
技
術
力
の
高
い
企
業

が
集
積
し
て
い
ま
す
の
で
、
行
政
が

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
積
極
的

に
提
供
し
て
い
け
ば
、
異
分
野
へ
の

参
入
に
つ
な
が
り
、
事
業
拡
大
が
期

待
で
き
る
で
し
ょ
う
。

│
│ 

メ
デ
ィ
カ
ル
分
野
で
新
た
な
構

想
を
温
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　
清
水

　
や
は
り
、
付
加
価
値
を
生

む
産
業
の
集
積
に
必
要
な
の
は
、
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
づ
く
り
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
現

在
は
電
気
自
動
車
普
及
施
策
「
Ｅ-

Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ 

Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
」
を

展
開
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
高
齢

社
会
を
見
据
え
、
健
康
・
医
療
・
福

祉
と
い
っ
た
分
野
で
企
業
の
新
規
参

入
と
事
業
拡
大
を
支
援
す
る
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。
そ
の

観
点
か
ら
「（
仮
称
）
さ
い
た
ま
医

療
も
の
づ
く
り
都
市
構
想
」
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
10
月
に
は
国
内
初
の

「
さ
い
た
ま
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
」
を
設
立
し
ま
し
た
が
、
ス
ポ
ー

ツ
大
会
な
ど
に
よ
る
街
の
に
ぎ
わ
い

は
、
企
業
に
と
っ
て
も
魅
力
と
し
て

感
じ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
さ
い
た
ま
市
は
昨
年
誕
生
10
周
年

の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
東
日
本

の
玄
関
口
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
地
盤

が
安
定
し
て
い
て
歴
史
的
に
災
害
に

も
強
い
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
強

み
を
持
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
企
業

の
皆
様
と
の
「
絆
」
を
大
切
に
し
な

が
ら
、「
こ
れ
か
ら
の
１
０
０
年
」

を
見
据
え
て
、
本
市
の
特
性
を
生
か

し
た
企
業
誘
致
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

「
付
加
価
値
を
生
む
産
業
の
集
積
に
は
、

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
場
づ
く
り
が
重
要
で
す
」さいたま市長 清水 勇人

第41回インターネプコン・ジャパンに「さいたま市」ブースを出展
会期：2012年1月18日（水）～20日（金）　会場：東京ビッグサイト（東5ホール）

さ
い
た
ま
市
テ
ク
ニ
カ
ル

ブ
ラ
ン
ド
企
業
2
0
1
1

株式会社
朝日ラバー

株式会社
日新化成

株式会社
アライヘルメット

日本電鍍工業
株式会社

株式会社
テクノスコープ

株式会社
ベルニクス

株式会社
東京チタニウム

ポーライト
株式会社

後藤精工
株式会社

株式会社
ハーベス

株式会社
渡辺製作所

日昭電器
株式会社


